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会
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神
奈
一
部
円
以
早
朝
に
盤
石
市
に
剤
一
に
物
簡
を
引
き
釜
石
市
の
野
田
市
長
(
友
端
〉
記
救
撮
物
資

川
県
、
文
諸
君
長
)
笠
竜
釜
石
市
の
災
襲
撃
一
渡
し
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を
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建
設
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事
会
の
米
関
山
代
表
幹
事
〈
お
か
ら
一
一
人
間
〉

コ
メ
は
、
新
事
識
と
し
て
一
飲
料
水
や
紙
オ
ム
ツ
、
乾
鰹
一
部
で
脇
町
田
武
郎
市
…
一
党
に
数
掻
一
ま
た
、
障
倶
と
文
学
氏
(
右
端
〉

の
生
活
用
品
在
襲
め
一
物
織
を
覆
し
た
。
↑
楽
部
幹
事
会
に

r

地
域
建
設
業
が
連
携
し


農
識
に
取
り
組
ん
で
い
る
和
一
油
な

亡
建
設
(
般
車
県
、
和
仁
松
一
た

0

・
ま
た
、
介
機
事
業
に
取
一
富
士
確
設
の
文
学
社
長
は
一
番
加
す
る
大
腸

2
Jを
提
供
し
一
り
組
ん
で
い
る
瀬
一
円
強
設
一
日
誌
に
も
位
台
市
に
軽
油
や
一
組
(
山
静
降
、

被
災
地
に
救
援
物
資

な
っ
て
い
る
灯
油
や
コ
メ
な

ど
を
中
部
地
認
の
建
設
金
社

が
提
供
、
こ
れ
ら
を
中
心
と

し
た
物
資
を
神
東
川
現
内
の

の
メ
ン
バ
�
 iが
連
拐
し
、
東

臼
本
大
瀧
災
の
被
災
地
に
救

壊
物
資
を
窟
げ
た
。
東
北
，

関
東
地
誌
で
入
手
し
に
く
く

ト
ラ
ッ
ク
で
潮
崎
ん
だ
。
�
 

男
社
識
)
が

た
。
一
(
都
郡
小
川
県
、
額
四
良
幸
社
一
灯
油
、
飲
制
水
、
食
料
な
ど
一
大
場
料
秋
社

ま
た
、
灯
油
の
輸
送
に
当
十
畏
〉
が
介
譜
関
漣
用
品
な
荘
一
を
謹
ん
だ
。
そ
の
時
に
は
、
一
般
〉
は
、
グ
ル

た
っ
て
は
、
長
轍
土
建
(
蚊
工
住
用
意
し
た
。
一
現
織
で
窪
田
伸
撲
に
当
た
っ
一
�
 プ
企
業
の
社

阜
県
、
畏
轍
雅
窓
社
畏
)
が
一
輸
送
は
富
士
難
眼
が
担
当
一
て
い
る
仙
合
建
設
業
協
金
災
一
会
補
祉
法
人
の

ド
ラ
ム
結
を
調
意
。
鈴
鍵
(
愛
一
し
、
閥
幹
事
金
の
代
表
幹
事
一
害
応
掠
措
置
協
力
金
本
部
の
一
縮
設
を
避
難
所

知
娘
、
梅
村
正
裕
社
長
)
と
一
の
米
田
雅
子
聾
応
報
翻
大
学
一
副
本
部
長
で
、
時
倶
楽
部
幹
一
と
し
、
被
災
者

一
教
捜
も
路
行
し
た
0
2

和
仁
建
設
が
計
3
0
0
0
M

日
夕
申
会
メ
ン
バ
ー
の
深
松
組
一
悲
礎
け
入
れ
て

の

灯

油

桂

確

保

し

た

。
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長
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